
いぶり基金特別枠 事業実施報告書 

団体名  一般社団法人北海道ブックシェアリング(「ウォールペイントで、

むかわの街を元気に！」実行委員会)                   

申請事業名 ウォールペイントでむかわのまちを元気に！事業                       

報告対象期間  2018年 11月 1日～2019年３月 31日                     

事業実施日程   

2018年 11月 1日 打ち合わせ（社会福祉協議会） 

11月 6日 打ち合わせ（鵡川高校） 

11月７日 打ち合わせ（ボランティア） 

11月 8日 デザイン依頼 

11月 10日 資材手配 

11月 16日 デザイン決定 打ち合わせ（社会福祉協議会ほか） 

11月 18～22日 ペイント実施 

11月 28日 チカホでパネル展を実施 

事業実施による成果と課題、今後の活動予定 

北海道胆振東部地震で大きな被害を受けたむかわ町において、商店主から「部分損壊した

商店のベニヤ板の覆いにペイントして、まちを活気づけてほしい」との要望があり、メイ

ンストリートというロケーションや商店主の思い、そしてスケジュール（ボランティアで

参加した鵡川高校の生徒の参加可能な日程や、ペイントの関係上、降雪前の実施が必要で

あった）を鑑みながら、モチーフ作成や手順の策定、資機材の手配、人的配備を進めまし

た。 

鵡川高校から 100人の生徒がボランティアとして参加し、絵筆を振るってくれました。ま

た社会人のボランティアが 16名と、多くの力を得て無事完成することができました 

高さのあるベニヤの囲いですので足場を設置し、その際にはヘルメットの着用や資材の手

渡し係の確保、行程や体調確認などさまざまな安全性に配慮しました。また歩道にペンキ

をこぼさないための養生や、誘導員による通行する人たちへの安全も確保しました。 

これまでむかわ町では、学生と商店街との接点があまり見られなかったと聞きます。今回

の事業を通して立場や年齢を超えた「協働」での成功体験となり、商店からも学校からも

「大きな手応えがあった」との声をいただきました。むかわ町における非常時の際の助け

合いの事例として、実りの大きな事業であったと思います 

 



 

 

 



 



 


